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短い冬休みのかいのき。夏の盛り上がりや、後もう少しこのまま・・・皆で。と思っていた指導員も 4 ヶ月近くのブラン

クが空くと、どうなるかとっても、ドキドキでした。でも、その指導員の心配をかいのきの子どもたちは、見事に裏切

ってくれました。会うなり『よぉっ！！げんきやったか？』 『ひさしぶり！！』と。 夏の集団の続きが見られました。 

陣取りや大富豪・けん玉相撲などでは、今回からの子もちゃんと入って、 一緒に遊んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

１月５日（木） 料理の日・大型かるた 

トン汁・ごはん。材料はこちらで用意します。 
 
今回も保護者の方からは行事の日程など、早めの提示を希望されていたことや指導員も行事は子どもたちの意

を汲んでしたいので、相談を持ち掛けていました。ですが、子どもたちからは『あそびたい！！』ひたすらそ

の言葉がでてきます。子どもたちが遊びこんでいる姿を見ていると、『そうよな、短い、短い冬休み。ひさし

ぶりに会ったら、邪魔されずにあそびたいよな。』指導員もそう思いました。 
そこで。最後の五日はしたい子がしたいことをしようと思っています。高学年女子の『味噌汁の宿題がある。

味噌汁ならできる。』からトン汁・ご飯にしました。お米もこちらで用意します。最後に『あ～おもしろかった！！

またあそぼうな！！』をめざして、がんばります。 
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お詫びとご報告 
年末にお餅つきをしました。ウェイトトレーニ

ング部の学生さんが 4 人ほど手伝いに来てくれ

ました。またその学生さんたちは老人ホームな

どへも餅つきのボランティアなどもしているら

しくとっても上手で、かよわい指導員軍団は、

本当に助けられました。 
また、持ち帰ったお餅がにおいがするとの問

い合わせがありましたが、元祖釜と木のせいろ

で蒸した分が（これは子どもたちが火の番をし

自分たちで火をつけたものです。）せいろまで火

が上がったもち米だったため、においがついた

ようでした。持ち帰りのときに声をかけられず、

皆様にはご心配をおかけしました。本当にすみ

ませんでした。プラスチック製のものなどが燻

されたのではないので、体には害がないことを

ご報告しておきます。 



こんなことして遊んでるいるよ！！   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

学習時間の試み 

ざわついて、勉強に集中できない子がいたので、かいのきでは、学習時間をどう捉えるかが指導員の中

でも課題でした。今までは班を優先しすぎ、班の並びで向かい合わせでした。子どもたちは同じことを

するわけではないので余計に他の子のすることが気になってしまいます。そこで落ち着いているこの冬

休みから、あえて試みてみようと机の並び方を変えてみました。朝の会は班毎に縦に机なしで並び、そ

の後勉強するために、机を出し入所説明会のように、一列に同方向向きで並んでいます。それだけで今

は静かに勉強する空気になっています。きっとわざわざ机を出すのが勉強をするため、という意識付け

になっているのではないかと思っています。 

『お茶やさん？』 
2 年生の女子が夏から続けてやっているお茶屋さ

ん。自分たちのお茶を混ぜたりして、いろんなお茶

があるようです。メニューがあったり、ポイントカ

ード作ってくれたり、何度かいくとお小遣いまでく

れて、これでまたきてください。なんて・・。 
今回はお店の名前が「ジュエルカフェ」『？』高学

年の女子は知っていて『それってちょっとちがわ

ん？』と。でも指導員がしっーのポーズをするとそ

れに気づいて、ニヤニヤしながら黙って、見守って

くれています。これも異年齢ならでは、ですよね。

オチビさんたちを見守るやさしいおねえさんでし

た。 
＊ 今は、衛生上のことも子どもたちと考え、本当

に飲むのは、かいのきの夕方のホットタイムで

その子たちに活躍してもらっています。 

『マッサージ屋さん』 
マッサージ屋さん、とっても気持ちがいいんです。 
店員さんが予約を聞きに来てくれます。「ちーちゃんの

次ですので・・。また順番が来ましたら、お呼びします

のでお待ち下さい。」言葉遣いもしぐさもとーっても丁

寧です。「次のおきゃくさま。たかちゃーん。」(そこは、

なぜか、高橋様ではないのです。)マットハウスで、囲

われたところで、まず説明をうけます。クレジットカー

ドをつくりませんかの勧誘で、断るとこんな特典があり

ますと、どこかで聞いたことのあるようなとっても熱心

な勧誘です。「あのぅ～断っても良いですか？」に「む

りやりではないのでいいですけど・・・」とまだ特典や

更なるおまけをつけてくれます。思わず「星野さんちの

（ちーちゃん）奥さんはどうされました？」にさらっと

「あっ！つくってくださいましたよ。」思わず「じゃぁ。

お願いします。」とカードを作るとやっとマッサージを

してくれます。「こっちを頭で寝てください。」ちゃんと

足元にあったかい布をかけてくれ、気持ちよーくマッサ

ージしてくれます。指導員はみんな本当に寝てしまいそ

うになりながら、至福のときを過ごしています。コミュ

ニケーションが問題になっている今、コミュニケーショ

ンをとりながら、相手の気持ちを考えてする『ごっこ遊

び』の大切さを考えました。 
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